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報告番号 検出層位 時期 上面形 長辺/短辺（ｍ） 底面高（標高、ｍ） 深さ（ｍ） 断面形
土坑１ <５層> 平安時代末～鎌倉時代 円形 0.65/0.6 0.38 0.7 箱形
土坑２ <５層> 平安時代末～鎌倉時代 方形？ （1.44） 0.68 0.21 皿形
土坑３ <３層> 江戸時代 隅丸方形 0.8/0.74 1.05 0.26 箱形
土坑４ <３層> 江戸時代 楕円形 1.36/1.2 0.91 0.47 箱形
土坑５ 近世盛土１下面 江戸時代 － 1.09以上（新） 1.09（新）、1.06（古） 0.42（新）、0.43（古） 椀状
ｂ．溝
報告番号 検出層位 時期 幅（ｍ） 底面高（標高、ｍ） 深さ（ｍ） 断面形 方向
溝１ 〈７ｃ層〉 ７世紀前半 0.92（北端）、2.0（南壁） 1.201（北）、1.1（南） 0.2 皿状 N-S
溝２ 〈５層〉（南）、〈７層〉（北）９世紀前半 4.65 0.7（東壁）、0.83（ａ断面）、0.9（ｂ断面） 0.4（西壁）、0.29（ａ断面） 皿状 NE-SW
溝３ 〈５層〉 ９世紀前半～ ３（東）、1.7（西） 0.79（東壁）、0.748（西） 0.2 皿状 E-W
溝４ 〈７層〉 13世紀前半 1.3 0.68（北）、0.73（南） 0.5 椀状、逆台形 N-S
溝５ 〈３層〉 16世紀～ 1.2 1.00（東）、1.057（西） 0.23 皿状 NE-SW
溝６ 〈４層〉 16世紀～ 1.05（西）、0.55（60ライン） 1.133（西）、1.114（東） 1.187（西）、1.094（東） 皿状 NE-SW
溝７ 〈３層〉 19世紀 4.9（北）、6.5（南） 0.8 0.73 － NW-SE
溝８ 〈３層〉 19世紀 3.92（北）、4.67（南） 0.76 0.55（ｃ断面） 逆台形 NW-SE
溝９ 〈３層〉 19世紀 1.5（61ライン）、0.8（東） 1.23（東）、0.97（58ライン） 0.12（西）、0.45（59ライン） 皿状、逆台形 NE-SW
ｃ．炉状遺構
報告番号 検出層位 時期 上面形 長辺/短辺（ｍ） 底面高（標高、ｍ） 深さ（ｍ） 断面形
炉状遺構１ 〈８層〉 平安時代前半 隅丸方形 1.2/0.95 1.1 0.3 箱形
炉状遺構２ 〈９層〉 平安時代前半 隅丸方形 1.3/0.95 1.15～1.2 0.08 箱形
ｄ．畦畔状遺構
報告番号 検出層位 時期 幅（ｍ） 底面高（標高、ｍ） 深さ（ｍ） 断面形 方向
畦畔状遺構１ 〈９層〉 弥生時代中期 0.65～0.8 0.93（西壁）、1.03（南壁） 0.1 台形 E-W、N-S










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 須恵器・杯身 ※11.0 ※7.2 （2.9） （内）（外）横ナデ（底）ヘラ切り　ナデ、1/8残存 微砂 灰白
2 須恵器・高坏 − − − （内）ナデ・横ナデ（外）横ナデ　沈線１条、坏部および脚端部欠損 微砂 灰白～暗灰
3 須恵器・平瓶 − − − （内）（外）横ナデ、頸部内面に自然釉（淡緑灰）、頸部片 微砂 灰白
4 須恵器・平瓶 − 3.5 − （内）横ナデ（外）ヘラケズリ後横ナデ（底）丸底 ヘラ記号、頸部内面から外面肩部にかけて自然釉（淡緑灰）、口縁部わずか体部ほぼ完形 微砂 灰白
5 須恵器・壺 − − − （内）（外）横ナデ、口縁部片、6と同一個体か 微砂 灰白
6 須恵器・壺 − − − （内）（外）横ナデ、口縁部片、5と同一個体か 微砂 灰白
7 須恵器・壺 − − − （内）ナデ（外）カキ目、肩部片 微砂 灰白
8 須恵器・甕 − − − （内）同心円当て具痕（外）格子目タタキ　カキ目、胴部片 細砂 灰
9 土師器・高坏 − ※8.7 − （内）押さえ　ナデ（脚端部）横ナデ、外面に黒斑、脚部1/2残存 細砂 橙白/暗橙褐～黒灰
10 土師器・鍋または甕 − − − （口）横ナデ　端部剥落、口縁部片 細砂　雲母 橙灰
11 瓦・平瓦 長（10.9）幅（12.8） 厚（1.6）（内）工具ナデ（外）磨滅 微砂 暗灰/灰白
番号 種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴


















































































































































































番号 種類・器種 法量（㎝） 形態・手法他 胎土 色調：内面/外面口径 底径 器高
1 須恵器・杯身 ※19.5 ※15.6 （6.5） （内）横ナデ 底面ミガキ（外）ヘラケズリ 横ナデ（底）ヘラ切り ナデ 貼付け高台 工具痕残る、内外面被熱煤付着、底部1/4残存 微砂 灰
2 須恵器・杯身 − ※11.6 − （内）（外）横ナデ（底）貼付け高台、高台1/6残存 微砂 灰/灰～紫灰
3 須恵器・杯身 − ※12.2 − （内）ナデ（底）ヘラ切り ナデ 貼付け高台、全体に磨滅、高台1/8残存 微砂 灰白
4 須恵器・杯身 − 11.0 − （内）（外）横ナデ（底）ヘラ切り 貼付け高台、高台3/4残存 微砂 暗灰
5 須恵器・杯身 − ※10.8 − （内）（外）横ナデ（底）ヘラケズリ 貼付け高台 高台から底面自然釉・光沢、高台1/3残存 微砂 灰/灰～暗灰
6 須恵器・杯身 − ※10.8 − （内）ナデ（底）ヘラケズリ 貼付け高台、軟質、高台1/10残存 微砂 灰白
7 須恵器・壺 − ※8.5 − （外）ヘラケズリ（底）ヘラ切り 貼付け高台、内面底面に自然釉、高台1/4残存 微砂 灰白/灰
8 須恵器・椀 − − − （内）（外）横ナデ（底）糸切り痕、軟質、東播系？、底部1/6残存 細砂 灰白
9 須恵器・杯身 ※13.0 9.0 （3.95）（内）横ナデ（外）横ナデ（底）ヘラ切り、口縁部1/10底部4/5残存 微砂　白色粒含む 灰白
10 須恵器・杯 − ※10.4 − （内）（外）横ナデ（底）ヘラ切り、内面煤付着、断面橙褐色、軟質、底部1/5残存 細砂 淡灰褐/灰
11 須恵器・甕 − − − （内）同心円当て具痕（外）格子目タタキ、内面自然釉、外面に破片融着、胴部片 微砂 緑灰/灰
































13 土師器・鍋 ※33.4 − − （口）横ナデ（内）横方向刷毛目（外）縦方向刷毛目、内外面煤付着、口縁部1/8残存 細砂 暗橙灰
14 土師器・鍋 − − − （口）横ナデ（内）ナデ（外）縦方向のハケ目、口縁部に黒斑、口縁部片 細砂 橙灰/暗橙灰
15 土師器・鍋 ※27.8 − − （口）横ナデ（内）ナデ（外）刷毛目、片口 被熱のため外面剥落し煤付着 口縁部1/10 細砂 暗灰褐/暗橙灰
16 土師器・甑 ※45.8 − − （口）横ナデ（内）横方向の細かい刷毛目 押さえ ナデ（外）縦方向の刷毛目、口縁内部わずかに煤付着 口縁部1/4残存 細砂 淡橙白
17 土師器・杯 ※13.8 − − （内）（外）横ナデ、内外面丹塗りおよび煤付着、1/8残存 細砂 橙褐/暗橙灰
18 土師器・杯 − − − （内）（外）横ナデ、内外面丹塗り、口縁部片 微砂　雲母 暗橙褐/暗橙灰
19 土師器・杯 − − − （内）（外）横ナデ、外面丹塗り、内外面煤付着、口縁部片 細砂 暗橙灰/橙褐
20 土師器・杯 − − − （内）（外）横ナデ、内外面丹塗り、磨滅、口縁部片 細砂 橙白/淡橙白
21 土師器・杯 − − − （内）（外）横ナデ、内外面丹塗り、口縁端部被熱のため黒変、口縁部片 細砂 暗橙灰/淡橙灰
22 土師器・高坏 − − − ナデ、八角柱、中心の穿孔径は下端に向けて広がる（0.5～1.1㎝）、外面丹塗り、脚部片 微砂　赤色粒 橙白
23 土師質・椀 − ※6.2 − （内）（外）磨滅（底）ナデ 貼付け高台、高台1/3残存 微砂 黄灰/淡橙白
24 土師質・椀 − 6.5 − （底）貼付け高台、高台完存 微砂 黄白
25 土師質・椀 − 6.4 − （底）貼付け高台、高台1/3残存 微砂 灰褐/黄白




































































































































































































































































































































































































1 土師質・鍋 34.3 − − （口）横ナデ（内）横方向の刷毛目（外）縦方向の刷毛目、口縁内の一部及び外面全面に煤付着、口縁部ほぼ完存底部欠損 細砂 橙灰/暗褐






















































































































1 肥前陶器・椀 − ※4.4 − 陶胎染付、全釉、貫入あり、高台端部砂付着、外面施文、18c、高台1/8残存 精緻 灰（釉）淡緑灰（文）藍灰















































































































































































































































1 肥前陶器・椀 − 4.6 − 唐津焼、高台露胎、見込みに砂目、17c中、高台1/2残存 精緻 灰白（釉）透明灰
2 肥前磁器・碗 ※7.0 ※3.0 4.0 波佐見焼、染付、全釉、高台端部に砂付着、18c後～19c初、1/2残存 精緻 灰白（釉）透明灰（文）藍
3 備前焼・壺 ※18.2 − − （口）横ナデ、ゴマ状自然釉（白色）、口縁部1/6残存 微砂 暗紫灰
4 備前焼・すり鉢 − − − （内）（外）横ナデ、密な卸目、口縁部に重ね焼痕、16c末～17c中葉、口縁部片 微砂 橙灰/紫灰～淡紫灰
5 陶器・甕？ − − − （口）横ナデ、内面白色外面黒色の自然釉、口縁部1/6残存 微砂 暗紫灰
6 陶器・甕？ − − − （口）横ナデ、凹線３条、口縁部片 微砂 暗紫灰
7 瓦・平瓦 長（5.7） 幅（8.7） 厚（2.0） ナデ、磨滅、※印の刻印 微砂 灰～黒灰
番号 種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴
S２ 石器・硯？ 7.7 5.6 1.2 49.1g 片麻岩 中央凹む、全体的に磨滅
番号 種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 特徴




































































































































































































1 肥前磁器・碗 ※9.8 ※3.4 5.0 波佐見焼、染付、全釉、高台端部に砂付着、1/5残存 精緻 灰白（釉）半透明青白
2 肥前磁器・蓋 − − − 染付、全釉、18c後～19c、1/6残存 精緻 白（釉）透明青白
3 肥前磁器・皿 ※14.0 ※7.4 （3.9） 波佐見焼、染付、呉須の純度低い、全釉、18c後～19c初、1/6残存 精緻 青白（釉）半透明白
4 備前焼・すり鉢 − − − （内）（外）横ナデ、密な卸目、口縁部に凹線2条、口縁部片 微砂 暗紫灰
番号 種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 特徴









































































1 肥前磁器・蓋 9.9 − 3.2 波佐見焼、青磁染付、全釉、つまみ端部に砂付着、18c後半、1/2残存 精緻 灰白（釉）淡緑灰（文）藍灰
2 肥前陶器・椀 − 4.8 − 内野山窯、全釉、17c後～18c前、高台1/2残存 精緻 黄白（釉）透明黄
3 肥前磁器・皿 − 4.1 − 波佐見焼、染付、高台露胎、見込みは蛇の目釉剥ぎ、見込み及び高台内砂付着、18c、高台3/4残存 精緻 白（釉）白（文）藍灰
4 肥前磁器・碗 − 5.6 − 染付、全釉、生がけ、17c中葉、高台1/4残存 精緻 白（釉）半透明白（文）藍
5 備前焼・壺 − ※7.0 − （内）カキ目・ヨコナデ（外）ヘラケズリ、底部窯印あり、底部1/4残存 微砂 橙褐/暗灰褐
6 備前焼・すり鉢 − − − （内）（外）横ナデ、密な卸目、18c中～後、底部片 微砂 暗橙灰
7 備前焼・徳利 − ※1.6 − （内）横ナデ（外）カキ目（底）ヘラケズリ、体部の中ほど凹ませる、外面光沢、ミニチュア人形徳利、1/2残存 精緻 赤灰/赤紫褐
8 磁器・仏飯器 − 3.85 − ヘラケズリ、染付、底面に墨書、脚部2/3残存 精緻 灰白（釉）半透明灰白（文）藍灰
番号 種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 特徴




































































































1 AR61区９層 弥生土器・壺 ※19.4 ― ― （内）ヘラミガキ、口縁部沈線2条、被熱のため外面剥落し内面煤付着、1/6残存 細砂 暗灰褐/黄灰
2 AR61区９層 弥生土器・壺 ※15.6 ― ― （口）横ナデ、口縁内外面に丹残る？1/6残存 細砂　雲母 淡橙灰～赤褐
3 北壁５・６層 弥生土器・壺 ― ― ― （口）横ナデ、全体的に磨滅、内面に0.8㎝種子圧痕、口縁部片 細砂 橙灰/灰褐
4 土抗４AR61区７層 須恵器・蓋 11.4 ― 3.1 （内）（外）横ナデ（頂部）ヘラ切り、外面自然釉、1/2残存 微砂 灰白
5 AR60・61区５～７層 須恵器・蓋 ― ― ― （内）（外）横ナデ、口縁部片 微砂 灰白
6 AR60・61区７層 須恵器・杯 ※12.4 ― ― （内）（外）横ナデ、1/6残存 微砂 灰
7 AN57～AD58区５層 須恵器・杯 ― ― ― （内）（外）横ナデ、口縁部片 微砂 灰白
8 溝６ 須恵器・壺 ― ― ― （内）（外）横ナデ、外面波状文、口縁部片 微砂 灰
9 溝２ 須恵器・壺 ― ― ― （内）（外）横ナデ、頸部片 微砂 灰
10 AP60区４層 須恵器・壺 ― ― ― （内）横ナデ、外面波状文・緑灰色自然釉、肩部片 微砂 灰/（自然釉）緑灰
11 AO61区５層 須恵器・壺 ― ― ― （内）横ナデ、外面緑灰色自然釉、肩部片 微砂 灰白/（自然釉）緑灰
12 AR59区7層＋AR60・61区7層 須恵器・平瓶 ― ― ― （内）横ナデ、（外）ヘラケズリ・横ナデ、肩部に頸部接合痕、肩部1/4 微砂 灰
13 溝８底 須恵器・平瓶 ― ― ― （内）横ナデ、外面自然釉、肩部片 微砂 灰/（自然釉）白～緑灰
14 AR61区７層 土師器・甕 ※22.0 ― ― （口）横ナデ、（内）押さえ・ナデ、（外）刷毛目、外面煤付着、口縁から胴部1/3残存 細砂 橙褐/橙灰褐
15 AR61区７層 土師器・甕 ― ― ― （口）横ナデ、（内）粗い横ハケ後ナデ（外）密な縦ハケ、被熱のため口縁内面から外面一部暗褐色を呈す、口縁から頸部1/6残存 細砂 淡橙白/橙白
16 AO61区５層 瓦器・椀？ ― ― ― （内）ヘラミガキ、（外）押さえ・ナデ・ミガキか、外面磨滅、口縁端部内湾する、被熱か？内面暗褐色、口縁部片 微砂 黒灰～暗褐/黒灰～灰白




種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 石材 特徴 胎土 色調：内面/外面
T３ AO61区５層 土製品・土錘 3.8 2.5 2.6 23.0 押さえ・ナデ、中心に穿孔、完形 細砂 橙褐
T４ AO61区５層 土製品・土錘 4.4 2.8 1.7 21.3 押さえ・ナデ、両側縁に溝、側縁欠損 細砂 橙灰
T５ AO61区５層 土製品・土錘 4.85 3.2 1.3 20.5 ナデ、両側縁に溝、1/2残存 微砂 橙白～黄灰




種類 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重量（ｇ） 特徴





















標本 No Pl番号  　樹種名 製品名 出土遺構 時代 備考






























































































































































































　分類群 　学名 1 2 3 4 5 6 7
イネ科 Gramineae
イネ Oryza sativa 161 97 20
イネ籾殻（穎の表皮細胞） Oryza sativa（husk Phytolith） 7
ムギ類（穎の表皮細胞） Hordeum-Triticum（husk Phytolith） 14 6
ヨシ属 Phragmites 7 6 7 13 14 8
キビ族型 Paniceae type 7
ススキ属型 Miscanthus type 7 19
ウシクサ族Ａ Andropogoneae A type 35 6 7 19 14 8
ウシクサ族Ｂ Andropogoneae B type 6
タケ亜科 Bambusoideae
メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus 7 7
ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 21 19 34 39 14 15
チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. 28 39 95 13 14 8 8
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi 7 13 20 6 7
未分類等 Others 56 58 68 39 20 15
その他のイネ科 Others
表皮毛起源 Husk hair origin 28 19 7
棒状珪酸体 Rod shaped 161 129 61 39 27
茎部起源 Stem origin 7




その他 Others 14 6 7 6
（海綿骨針） Sponge spicules 14 6 20 19 27 8
植物珪酸体総数 Total 713 489 359 207 183 90 15
 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏/㎡・㎝）：試料の仮比重を1.0と仮定して算出
イネ Oryza sativa 4.73 2.84 0.60
ヨシ属 Phragmites 0.44 0.41 0.43 0.82 0.85 0.47
ススキ属型 Miscanthus type 0.09 0.24
メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus 0.08 0.08
ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 0.10 0.09 0.16 0.19 0.06 0.07
チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. 0.21 0.29 0.71 0.10 0.10 0.06 0.06
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi 0.02 0.04 0.06 0.02 0.02
タケ亜科の比率（％）
メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus 20 30
ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa 24 22 17 62 24 56
チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. 51 69 76 32 38 44 100
ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi 5 9 7 6 8








































































































































































　学名 　和名 1 2 3 4 5 6 7
Arboreal  pollen 樹木花粉
Tsuga ツガ属 1
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 49 4 4
Cryptomeria japonica スギ 7 1
Taxaceae-Cephalotaxaxeae-Cupressaceae イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 1
Platycarya strobilacea ノグルミ 1
Alnus ハンノキ属 1 1
Betula カバノキ属 1
Castanea crenata クリ 1 2
Castanopsis シイ属 1 1
Fagus ブナ属 1
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 5 6
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 1 2 3
Ulmus-Zelkova serrata ニレ属－ケヤキ 1





Gramineae イネ科 100 13 4 1
Oryza type イネ属型 97 5
Cyperaceae カヤツリグサ科 5 2
Polygonum タデ属 1
Polygonum sect. Persicaria タデ属サナエタデ節 1
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 2
Caryophyllaceae ナデシコ科 1




Lactucoideae タンポポ亜科 1 1
Asteroideae キク亜科 2
Artemisia ヨモギ属 1 13
Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 6 1 2 2
Trilate type spore 三条溝胞子 1 1
Arboreal pollen 樹木花粉 70 8 2 15 2
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 4 1
Nonarboreal pollen 草本花粉 330 92 1 17 5
Total pollen 花粉総数 404 101 0 3 32 7 0










Unknown pollen 未同定花粉 5 0 0 0 2 2 0
Fern spore シダ植物胞子 1 6 1 2 2 1 0
Helminth eggs 寄生虫卵
Ascaris（lumbricoides） 回虫卵 2
Total 計 2 0 0 0 0 0 0
Helminth eggs frequencies of 1㎤ 試料１㎤中の寄生虫卵密度 1.2
×10
Stone cell 石細胞 （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
Digestion rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
































　Achnanthes crenulata、Achnanthes hungarica、Amphora montana、Caloneis bacillum、Caloneis silicula、
Cocconeis placentula、Cyclotella bodanica-radiosa、Cyclotella spp.、Cymbella silesiaca、Eunotia minor、
Gomphonema gracile、Gomphonema parvulum、Hantzschia amphioxys、Navicula confervacea、Navicula 
contenta、Navicula cryptotenella、Navicula cuspidata、Navicula elginensis、Navicula laevissima、Navicula 
mutica、Navicula pupula、Navicula spp.、Nitzschia fonticola、Nitzschia palea、Pinnularia acrosphaeria、




では好止水性種のCyclotella spp.、Cyclotella bodanica-radiosa、Cocconeis placentulaなど、近世埋土２（試料２）






陸生珪藻のNavicula confervaceaが優占し、Hantzschia amphioxys、Pinnularia subcapitata、Navicula contentaが
伴われる。流水不定性種では、Navicula pupula、Nitzschia paleaを主にNavicula laevissima、Pinnularia interrupta、

























































































































































































































































































































































































Lowe, R.L. 1974 Environmental Requirements 
and pollution tolerance of fresh-water 




1 2 3 4 5 6 7
貧塩性種（淡水生種）








Cocconeis placentula 2 2
Cyclotella bodanica-radiosa 3 5






Eunotia minor 2 1
Eunotia paludosa-rhomboidea 2
Eunotia pectinalis 1














Navicula mutica 3 2
Navicula mutica v. ventricosa 1
Navicula pupula 25 1 1
Navicula spp. 1 3 1
Nitzschia amphibia 1
Nitzschia debilis 1
Nitzschia fonticola 11 1
























　合　計 335 20 41 3 3 1 1
　未同定 6 2 1 0 0 0 0
　破　片 269 20 48 7 1 1 0
試料１㎤中の殻数密度 3.5 4.4 8.4 6.0 6.0 1.0. 1.0 
×105 ×103 ×103 ×102 ×102 ×102 ×102

















































図No 出土遺構 器種名 状態 SiO2 TiO2 Al2O3 Fe2O3 MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 備考
図44-8 溝６ 壺？ 口縁部片 71.01 0.73 17.50 4.67 0.04 1.32 1.33 0.55 2.70 0.05
図44-9 溝２ 平瓶？ 口縁部～頸部片 70.87 0.83 16.63 5.46 0.06 1.68 0.76 0.70 2.78 0.05
図12-1 溝１ 杯身 口縁部～胴部片 68.60 0.91 18.23 6.42 0.10 1.82 0.70 0.74 2.34 0.05
図12-5 溝１ 壺 口縁部片 69.17 0.94 18.07 6.70 0.05 1.31 0.73 0.27 2.63 0.05 図12-6と同一個体か？
図12-2 溝１ 高杯 脚部片 70.46 0.96 17.58 6.88 0.05 0.43 0.72 0.00 2.79 0.05
図12-4 溝１ 平瓶 完形 74.27 0.63 16.05 4.63 0.01 0.77 0.82 0.24 2.42 0.05
図12-3 溝１ 平瓶 口縁部～頸部片 76.81 0.65 14.02 4.48 0.03 0.24 0.47 0.00 3.04 0.04
図12-8 溝１ 甕 胴部片 70.55 0.80 16.52 5.60 0.04 1.44 0.94 1.43 2.52 0.04
図12-7 溝１ 壺？ 頸部片 67.72 0.90 18.74 6.96 0.08 1.68 0.81 0.45 2.55 0.06
図12-6 溝１ 甕 口縁部片 69.19 0.89 17.83 6.64 0.05 1.08 0.78 0.74 2.66 0.04 図12-5と同一個体か？
図44-6 ４区８層 杯身 口縁部～胴部片 67.69 1.13 19.61 6.31 0.03 1.95 0.41 0.47 2.23 0.04
図44-4 土坑４＋４区８層 杯蓋 完形 78.91 0.66 14.17 3.08 0.00 0.31 0.32 0.06 2.33 0.06 土坑４と４区８層が接合
図44-12 ３区８層＋４区８層 平瓶？ 胴部片 70.12 0.88 17.46 5.83 0.03 1.82 0.63 0.72 2.38 0.05 ３区８層と４区８層が接合
図44-10 ３区４層 壺 肩部片 75.89 0.79 14.98 4.60 0.02 0.52 0.41 0.00 2.60 0.07
図44-7 １区５層 杯身 口縁部片 72.62 0.95 16.17 6.99 0.03 0.57 0.12 0.21 2.22 0.05
図44-11 ２区５層 壺 頸部片 78.76 1.06 14.48 2.42 0.00 0.38 0.18 0.00 2.49 0.06
図44-5 ５～７層・撹乱 杯蓋 受部片 69.72 0.94 18.31 6.82 0.10 0.84 0.73 0.00 2.41 0.06















































































































































































































　試料№１（PLD-30670）は、14Ｃ年代が1315±20 14C BP、２σ暦年代範囲が658-715 cal AD（75.1％）および
743-766 cal AD（20.3％）であり、７世紀後半から８世紀後半の値を示した。
　試料№２（PLD-30671）は、14Ｃ年代が1295±20 14C BP、２σ暦年代範囲が665-724 cal AD（62.3％）および
739-768 cal AD（33.1％）であり、７世紀後半から８世紀後半の値を示した。
参考文献
Bronk Ramsey, C. 2009 Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51⑴, 337-360.
中村俊夫　2000　放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の14Ｃ年代編集委員会編「日本先史時代の14Ｃ年代」：3-20，日本第四紀学会．
Reimer, P.J., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Cheng, H., Edwards, R.L., Friedrich, M., Grootes, 
P.M., Guilderson, T.P., Haflidason, H., Hajdas, I., Hatte, C., Heaton, T.J., Hoffmann, D.L., Hogg, A.G., Hughen, K.A., Kaiser, K.F., Kromer, B., 
Manning, S.W., Niu, M., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, E.M., Southon, J.R.,  Staff, R.A., Turney, C.S.M., and van der Plicht, J. 2013 
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